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牧 野 　 信 次

テ ル ア ビ ブ は ヨ ー ロ ッ パ の 都 市 と ほ と ん ど 変 わ ら ぬ

雰 囲 気 で 訪 ね た い 博 物 館 や 美 術 館 が 沢 山 あ っ た が 、 私

は と て も 疲 れ て た だ 市 街 を 散 策 す る だ け に し て エ ル サ

レ ム へ 帰 っ た 。 イ ス ラ エ ル 中 部 と 北 部 そ し て 地 中 海 側

へ の 六 日 間 の 旅 で あ っ た が 、 と て も 楽 し か っ た 。

エ ル サ レ ム で は 池 田 裕 兄 の 案 内 で ヘ ブ ラ イ 大 学 の 研

究 室 や 図 書 館 、 国 会 議 事 堂 ( ク ネ セ ッ ト ) な ど へ 行 っ た

が 、 何 と 言 っ て も 「ヤ ッ ド ・ バ シ ェ ム 」 ( ヘ ブ ラ イ 語

で “ 記 念 と 記 憶 ” を 意 味 す る ) を 訪 ね た 時 の 強 烈 な 印

象 を 忘 れ る こ と が 出 来 な い 。 そ れ は 第 二 次 世 界 大 戦 中 、

ナ チ ス ・ ド イ ツ に よ っ て 虐 殺 さ れ た ６ ０ ０ 万 人 の ユ ダ

ヤ 人 を 記 念 し 、 記 憶 す る た め に 建 て ら れ た ホ ロ コ ー ス

ト 記 念 館 で 、 迫 害 に 関 す る あ ら ゆ る 資 料 が 展 示 さ れ 、

当 時 の 有 り 様 を 生 々 し く 伝 え る も の で あ っ た 。 「記 憶

の ホ ー ル 」 で は ガ ス 室 の 悲 劇 を 永 遠 に 象 徴 す る 青 白 い

炎 が 燃 え 、 ユ ダ ヤ 民 族 の 深 い 悲 し み を 訴 え て お り 、 ま

た 「子 供 記 念 ホ ー ル 」 で は １ ５ ０ 万 人 の 犠 牲 と な っ た

子 供 た ち が 慰 霊 さ れ て い た 。 そ の 広 い 庭 園 に は ユ ダ ヤ

人 に 救 い の 手 を 差 し 伸 べ た “ 異 邦 人 の 義 人 ” の 名 を 記

念 し た 約 ５ ０ ０ 本 の 樹 木 が 植 え ら れ て い て 、 日 本 人 で

は 在 リ ト ア ニ ア 元 領 事 代 理 で 約 ６ ０ ０ ０ 人 の ユ ダ ヤ 人

に 命 の ビ ザ を 与 え て 救 っ た 杉 原 千 畝 氏 の 記 念 樹 も あ っ

た 。 私 の 心 温 ま る 思 い 出 で あ る 。



そ の 後 私 は ま た 独 り で 死 海 沿 岸 の エ リ コ 、 ク ム ラ ン 、

マ サ ダ そ し て 最 南 の ア カ バ 湾 の 港 町 エ イ ラ ッ ト を 訪 ね

る 旅 に 出 発 し た 。 死 海 の す ぐ 北 に 位 置 す る エ リ コ は 、

古 代 か ら オ ア シ ス の 町 で 海 抜 下 ２ ６ ０ ｍ と 世 界 で 最 も

低 地 に あ り 、 現 在 は パ レ ス チ ナ 自 治 区 の 重 要 な 町 で あ

る 。 モ ー セ の 後 継 者 で あ る ヨ シ ュ ア の 指 揮 下、 エ ジ プ

ト を 脱 出 し た イ ス ラ エ ル の 民 が 最 初 に 攻 め 込 ん だ 町 が

こ こ で あ り ( ヨ シ ュ ア 記 ６ 章 )、 ま た 主 イ エ ス が バ ル テ

ィ マ イ と い う 盲 人 を 開 眼 さ せ ( マ ル コ １ ０ ： ４ ６ ～ ５

２ )、 徴 税 人 ザ ア カ イ を 救 わ れ た ( ル カ １ ９ 章 ) の も こ

の 町 で の こ と で あ っ た 。

　 



「 キ リ ス ト 教 と の 出 会 い」 (67)

　 ― 初 め て の イ ス ラ エ ル ・ ギ リ シ ア 旅 行  (ⅩⅢ)―

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

牧 野 　 信 次 　

現 在 の エ リ コ は そ の 亜 熱 帯 的 な 気 候 と 豊 富 な 水 の た

め 様 々 な 果 樹 が 植 え ら れ て 、 店 頭 一 杯 に い ろ ん な フ ル

ー ツ が 並 べ ら れ 、 観 光 客 で 賑 わ っ て い る 。 町 の 中 心 か

ら 北 西 ２ ｋ ｍ ほ ど 離 れ て 、 有 名 な 古 代 遺 跡 の 丘 が あ っ

た 。 そ こ は テ ル ・ ア ッ ・ ス ル タ ー ン と 呼 ば れ る 、 幾 層

に も 積 み 重 な っ た 発 掘 の 地 層 で 、 紀 元 前 ７ ８ ０ ０ 年 頃

の 巨 大 な 円 形 塔 や 紀 元 前 ３ ０ ０ ０ 年 頃 の 城 壁 や 住 居 跡

を と て も 興 味 深 く 見 る こ と が で き た 。 殊 に 紀 元 前 １ 万

年 頃 の 人 類 が 定 住 し 始 め た 最 古 の 石 の 家 跡 と 生 活 の 模

様 が 、 エ ル サ レ ム 旧 市 街 に あ る ロ ッ ク フ ェ ラ ー 博 物 館

（ イ ス ラ エ ル で 最 も 重 要 な パ レ ス チ ナ 考 古 学 博 物 館 の

一 つ ） に 復 元 さ れ て い て 、 他 の 文 化 的 出 土 品 と 共 に 歴

史 へ の 想 像 を 豊 か に 引 き 立 て る も の で あ っ た 。  

　 私 は 少 し 南 下 し て 死 海 最 北 端 の 沿 岸 か ら 約 １ ｋ ｍ 離

れ た 荒 野 に 位 置 す る ク ム ラ ン を 訪 ね た 。 １ ９ ４ ７ 年 の

夏、 イ ス ラ エ ル の 独 立 戦 争 が 始 ま る 直 前、 ベ ド ウ ィ ン

の 少 年 が そ の 付 近 の 、 あ る 洞 窟 か ら 土 器 に 入 っ た 七 つ

の 巻 物 を 発 見 し た 。 そ の 後 、 周 辺 の １ ０ の 洞 穴 で も

次 々 に 巻 物 が 発 見 さ れ 、 そ れ ら が 「死 海 写 本 」 と 呼 ば

れ て 世 界 の 聖 書 学 界 に 多 大 の 反 響 を 呼 び、 ２ ０ 世 紀 最

大 の 考 古 学 的 発 見 と 言 わ れ て い る 。 約 ６ ０ ０ を 超 え る

巻 物 の 内 訳 は 、 紀 元 前 ３ ～ ２ 世 紀 に 筆 写 さ れ た イ ザ ヤ

書 や 詩 編 な ど の ほ ぼ 完 全 な 旧 約 正 典 と 「宗 規 便 覧」 、

「光 の 子 と 闇 の 子 と の 戦 い 」 「創 世 記 外 典」 な ど の 外

典 文 書 で あ る 。 こ れ は そ れ ま で 最 も 古 い と さ れ て き た



紀 元 １ ０ 世 紀 の ヘ ブ ラ イ 語 写 本 （ レ ニ ン グ ラ ー ド 写 本

と 呼 ば れ る ） に 比 べ 、 更 に １ ０ ０ ０ 年 以 上 も 古 い 写 本

で 、 旧 約 原 点 研 究 に 光 を 当 て る も の で あ っ た 。 そ の 発

掘 に よ り 、 写 本 ば か り で な く 、 そ れ を 生 み 出 し た 「ク

ム ラ ン 教 団」 と 呼 ば れ る 生 活 共 同 体 の 遺 跡 も 発 見 ・ 発

掘 さ れ 、 紀 元 前 ２ 世 紀 頃 か ら 紀 元 ７ ０ 年 の ロ ー マ 軍 に

よ る エ ル サ レ ム 神 殿 破 壊 の 時 代 ま で の 生 活 の 様 子 が 随

分 と 分 る よ う に な っ た 。 今 は エ ル サ レ ム の イ ス ラ エ ル

博 物 館 の 写 本 館 で そ れ ら を 学 ぶ こ と が で き る 。  



「 キ リ ス ト 教 と の 出 会 い」 (68)

－ 初 め て の イ ス ラ エ ル ・ ギ リ シ ア 旅 行 (ⅩⅣ)－

牧 野 　 信 次  

「ク ム ラ ン 教 団」 は エ ッ セ ネ 派 に 属 し て 、 財 産 を 共

有 し 、 食 堂 で 一 緒 に 食 事 を し 、 図 書 室 や 集 会 室 で 共 同

に 学 び、 祈 り 、 毎 日 沐 浴 を し 、 ま た 農 園 や 果 樹 園 を 営

み 、 羊 や 山 羊 な ど も 飼 っ て い た よ う で あ る 。 今 は 砂 岩

と 谷 の 荒 涼 と し た 地 形 で と て も 侘 し い 場 所 で あ っ た 。

大 切 な 写 本 を 迫 り く る ロ ー マ 軍 か ら 守 ろ う と し て 断 崖

の 幾 つ も の 洞 穴 の 奥 に 隠 し て 後 世 に 遺 し 伝 え よ う と し

た 人 々 の 信 仰 を 、 私 は 深 く 思 い 巡 ら さ ざ る を え な か っ

た 。 ま さ に 彼 ら の 思 い は ２ ０ ０ ０ 年 後 に 実 現 し た の だ 。

私 は バ ス で 更 に 南 下 し て エ ン ・ ゲ デ ィ の ビ ー チ で 初

め て 泳 い だ 。 死 海 は ヘ ブ ラ イ 語 で 「ヤ ム ・ ハ メ ラ フ

( 塩 の 海 )」 と 呼 ば れ 、 塩 分 含 有 量 は 通 常 の １ ０ 倍 の ３

５ ％ で 海 抜 下 ４ ２ ２ ｍ の 世 界 で 最 も 低 地 に あ る 塩 水 湖

で 、 魚 貝 類 な ど の 生 物 は 全 く 生 存 で き な い よ う だ 。 そ

こ で の プ カ プ カ 浮 遊 体 験 を 楽 し ん だ が 、 強 烈 な 太 陽 光

線 を 浴 び、 シ ャ ワ ー で す ぐ に 身 体 を 洗 わ な い と 大 変 な

目 に 逢 う と こ ろ で あ っ た 。 と に か く あ ん な 愉 快 な 楽 し

い 体 験 は 他 で は な か っ た 。 忘 れ 難 い 思 い 出 で あ る 。

そ れ か ら エ ン ・ ゲ デ ィ の 南 約 １ ７ Ｋ ｍ、 死 海 沿 岸 に

そ そ り 立 つ マ サ ダ ( ア ラ ム 語 で 「要 塞」 ) を 訪 ね た 。 死

海 か ら 高 さ ４ ０ ０ ｍ の 、 四 方 が 絶 壁 で 頂 上 が 平 ら な 広

大 な 岩 山 で 歴 史 的 に と て も 重 要 な 遺 跡 で あ る 。 紀 元 前

１ ４ ２ 年 に 要 塞 化 さ れ 、 紀 元 前 ２ ５ 年 に ヘ ロ デ 王 が そ

の 要 塞 に 宮 殿 や 見 張 り 塔 を 造 り 強 化 し た 。 紀 元 ６ ６ ～

７ ３ 年 の ロ ー マ に 対 す る ユ ダ ヤ 反 乱 の 戦 い で 、 紀 元 ７



０ 年 の エ ル サ レ ム 陥 落 後 に 、 こ の 要 塞 に エ レ ア ザ ル ・

ベ ン ・ ヤ イ ー ル の 指 揮 の も と 女 性、 子 供 を 含 め た 約 ９

６ ０ 人 の ユ ダ ヤ 反 乱 軍 が 立 て 籠 り 、 ロ ー マ 軍 に 徹 底 抗

戦 を 挑 み 、 最 後 に 捕 慮 と な る よ り は と 男 性 は 家 族 を 殺

害 し 、 １ ０ 人 の 勇 士 は 互 い に 刺 し 合 っ て 自 決 す る 道 を

選 ん だ 。 こ の 歴 史 的 事 件 は ヨ セ フ ス の 「ユ ダ ヤ 戦 記 」

に 記 録 さ れ て い た が 、 そ の 後 ほ ぼ 二 千 年 間 そ の 場 所 が

不 明 で 地 中 に 埋 れ た ま ま で あ っ た 。



「 キ リ ス ト 教 と の 出 会 い」 (69)

― 初 め て の イ ス ラ エ ル ・ ギ リ シ ア 旅 行  (ⅩＶ )―

　  

牧 野 　 信 次 　

私 は バ ス で マ サ ダ か ら イ ス ラ エ ル 最 南 端 の 町 エ イ ラ

ッ ト へ 向 か っ た 。 そ こ は シ ナ イ 半 島 の つ け 根、 紅 海 の

ア カ バ 湾 の 奥 に あ り 、 現 在 は エ ジ プ ト 、 ア フ リ カ、 ア

ジ ア へ の 玄 関 と な っ て い る 。 一 年 中 、 観 光 客 で 賑 わ う

リ ゾ ー ト 地 で 、 真 夏 に 私 が 訪 れ た 時 は 摂 氏 ４ ０ 度 を 超

え て い た が 、 日 蔭 は と て も 爽 や か で 、 海 辺 で 泳 い で 、

近 く の 安 い ホ テ ル で 一 泊 し た 。 対 岸 に ヨ ル ダ ン の ア カ

バ や サ ウ ジ ア ラ ビ ア の 灯 が 見 え 、 エ ジ プ ト の シ ナ イ 半

島 は 国 境 を 接 し て す ぐ 隣 で 、 殊 の ほ か 美 し い エ イ ラ ッ

ト 湾 の 夜 景 を 楽 し み な が ら 海 辺 を 散 歩 し た 。 し か し 港

は イ ス ラ エ ル 海 軍 の 艦 艇 が 碇 泊 し 、 立 入 り 禁 止 区 域 が

あ っ て 、 ６ 日 間 戦 争 後 の 緊 張 が あ っ た 。 　 　

翌 日 は こ こ か ら エ ジ プ ト へ 入 国 し て 聖 カ テ リ ー ナ 修

道 院 や シ ナ イ 山 を 訪 ね る こ と を 断 念 し ( い つ の 日 か 訪

ね る こ と を 期 待 し つ つ )、 バ ス で 北 上 し て ネ ゲ ブ 地 方

の 、 族 長 ア ブ ラ ハ ム や イ サ ク ゆ か り の 地 で あ る ベ エ ル

シ ェ バ を 訪 ね た 。 ベ エ ル シ ェ バ は 「誓 い の 井 戸」 又 は

「七 つ の 井 戸」 を 意 味 し 、 イ ス ラ エ ル 南 部 に 広 が る 沙

漠 の 玄 関 に あ た る 都 市 で 、 旧 約 聖 書 に よ く 登 場 す る 。

オ ス マ ン ・ ト ル コ 時 代 に 建 設 さ れ た 旧 市 街 に 、 １ ９ ４

９ 年 以 降 の ア ラ ブ 圏 か ら の ユ ダ ヤ 人 移 民 と そ の 後 の エ

チ オ ピ ア 、 旧 ソ 連 か ら の 帰 還 者 が 加 わ っ て 、 今 は 、

“ ネ ゲ ブ の 首 都 ” と も 呼 ば れ る 、 イ ス ラ エ ル で も ７ 番

目 に 大 き い 町 で あ っ た 。 そ の 町 中 の 通 り が 交 差 す る 所

に 「ア ブ ラ ハ ム の 井 戸」 が あ る 。 伝 説 で は 、 こ こ が ア



ブ ラ ハ ム と ア ビ メ レ ク が 契 約 を 結 ん だ 場 所 と 言 わ れ

（ 創 世 記 ２ １ ・ ２ ５ － ３ １ ）、 井 戸 の 大 き さ は 直 径

３ . ７ ５ ｍ、 深 さ １ ３ ｍ で 、 現 在 、 井 戸 の 水 は 枯 れ て

無 く な っ て い た 。 沙 漠 の 遊 牧 民 ベ ド ウ ィ ン の 市 場 ( ス

ー ク ) が 町 は ず れ に あ り、 面 白 い 交 易 風 景 を 見 る こ と

が で き た 。 ア ブ ラ ハ ム が 植 え 、 永 遠 の 神、 主 の 御 名 を

呼 ん だ と 伝 え ら れ る ( 創 世 記 ２ １ ・ ３ ３ ) ぎ ょ り ゅ う

の 木 ( タ マ リ ス ク ) は 多 く の 街 路 樹 と な っ て 、 旅 人 の 心

を な ご ま せ て く れ た 。



　 「 キ リ ス ト 教 と の 出 会 い」 (70)

－ 初 め て の イ ス ラ エ ル ・ ギ リ シ ア 旅 行 (ⅩⅥ)－

牧 野 　 信 次  

私 は 死 海 沿 岸 と ネ ゲ ブ 地 方 の 旅 を 終 え て 、 い っ た ん

ベ エ ル シ ェ バ か ら エ ル サ レ ム へ 帰 っ た 。 し か し ど う し

て も 訪 ね た い 場 所 が 二 つ あ っ た 。 そ れ は ヘ ブ ロ ン と ベ

ツ レ ヘ ム で あ っ た 。 ヘ ブ ロ ン は エ ル サ レ ム か ら 南 に ３

２ ｋ ｍ に 位 置 す る 、 ア ラ ブ 人 が 多 く 住 む 海 抜 ９ ３ ０ ｍ

の 古 い 町 で 、 ア ブ ラ ハ ム が こ こ に 天 幕 を 張 っ て 祭 壇 を

築 き ( 創 世 １ ３ ： １ ８ )、 へ ト 人 か ら マ ク ペ ラ の 洞 窟 を

銀 ４ ０ ０ シ ケ ル で 買 い 、 そ こ に 妻 サ ラ を 葬 っ た ( 創 世

２ ３ 章 ) と の 伝 承 が あ る。 そ こ に ア ブ ラ ハ ム、 イ サ ク 、

ヤ コ ブ の 三 人 の 族 長 と 三 人 の 妻 た ち 、 サ ラ 、 リ ベ カ、

レ ア の 墓 を 保 護 す る 、 と て も 大 き な 建 物 が あ り 、 長 さ

６ ０ ｍ、 幅 ３ ５ ｍ、 高 さ １ ２ ｍ の 大 き さ で 、 ヘ ロ デ 王

時 代 に 建 て ら れ た と い う。 今 は イ ス ラ ム の モ ス ク に 変

え ら れ て い て 、 残 念 な が ら 日 本 人 は 立 ち 入 る こ と が で

き な か っ た 。 六 日 戦 争 以 前 は ヨ ル ダ ン 統 治 下 に あ っ た

が 、 現 在 は イ ス ラ エ ル の 管 理 下 に あ り 、 紛 争 の 多 い 町

で あ る 。 マ ク ペ ラ の 洞 窟 か ら 北 西 へ 約 ２ . ５ ｋ ｍ 行 っ

た 所 に 、 か し の 木 の 老 木 が あ り 、 こ こ で ア ブ ラ ハ ム に

３ 人 の 天 使 が 現 れ て 、 妻 サ ラ に 子 ど も が 授 け ら れ る

( 創 世 １ ８ 章 ) と 告 げ た 。

そ れ か ら 治 安 が 悪 い ヘ ブ ロ ン に 長 居 せ ず 聖 地 ベ ツ レ

ヘ ム を 訪 ね た 。 そ こ は 海 抜 ７ ２ ６ ｍ の 小 高 い 丘 の 上 で 、

ヘ ブ ラ イ 語 で “ パ ン の 家 ” を 意 味 す る ア ラ ブ 人 キ リ ス

ト 者 の 多 い 観 光 の 町 で あ る 。 ダ ビ デ の 故 郷 で 彼 が 預 言

者 サ ム エ ル か ら 油 を 注 が れ て 、 後 に イ ス ラ エ ル の 王 と



な っ た と 言 わ れ る ( サ ム 上 １ ６ 章 )。 こ の ベ ツ レ ヘ ム か

ら メ シ ア ( 救 世 主 ) が 到 来 す る ( ミ カ ５ ： １ ) と 伝 え ら れ

て 、 イ エ ス ・ キ リ ス ト の 誕 生 地 と し て 有 名 で あ る 。 ロ

ー マ 皇 帝 コ ン ス タ ン テ ィ ヌ ス の 母 が 巡 礼 に 訪 れ 、 イ エ

ス が 誕 生 し た と さ れ る 場 所 に 紀 元 ３ ２ ６ 年 あ の 聖 誕 教

会 が 建 て ら れ 、 ６ 世 紀 の ユ ス テ ィ ニ ア ヌ ス 帝 の 時 代 を

経 て 、 今 か ら 千 年 前 の 十 字 軍 時 代 に 現 在 見 ら れ る 教 会

の 形 に な っ た 。 と て も 堅 牢 な 建 物 で 、 要 塞 の 役 割 も 果

た し た ら し い 。

 


